
出
　
演

藤

井

良

子

　

　

竹

取

の

翁

川

口

委

呉

子

　

竹

取

の

嫗

十

倉

杏

珠

　

　

か

ぐ

や

姫

声

、

う

か

ん

る

り

、

語

り

十

一

土

井

　

桂

　

　

か

ぐ

や

姫

大

人

、

楽

座

員

五

中

村

比

奈

　

　

か

ぐ

や

姫

子

供

、

楽

座

員

六

　

　

　

　

梶

本

亜

紀

　

　

庫

持

皇

子

く

ら

も

ち

の

み

こ

、

楽

座

員

三

　

　

　

　

菅

　

佑

亮

　

　

漢

部

内

麻

呂

あ

や

べ

の

う

ち

ま

ろ

、

帝

、

天

人

一

、

楽

座

員

四

富

田

信

二

　

　

石

作

皇

子

い

し

づ

く

り

の

み

こ

、

匠

一

、

楽

座

員

二

　

　

森

　

大

樹

　

　

阿

部

あ

べ

の

御

主

人

み

う

し

、

天

人

二

、

語

り

九

、

匠

三

　

松

崎

由

里

子

　

大

伴

御

行

お

お

と

も

の

み

ゆ

き

、

語

り

七

、

使

女

二

塚

田

有

紀

　

　

石

上

麻

呂

足

い

そ

の

か

み

の

ま

ろ

た

り

語

り

六

、

匠

四

白

鳥

功

一

　

　

天

の

帝

、

語

り

八

　

藤

尾

観

馬

野

　

王

家

の

使

、

語

り

五

、

天

人

三

、

匠

二

松

井

勇

太

　

　

語

り

一

〇

、

王

家

の

兵

、

守

人

、

匠

五

都

築

由

美

　

　

語

り

一

　

　

西

川

由

喜

　

　

語

り

二

荒

川

由

佳

　

　

語

り

三

、

使

女

一

天

目

一

子

　

　

語

り

四

池

内

　

裕

　

　

楽

座

員

一

特
別
出
演

立

花

典

枝

　

　

天

女

の

舞

遼

　

安

　

　

　

古

代

琴

音

響

・

照

明

　

イ

ク

ボ

プ

ロ

劇
団
高
円

上
演
に
際
し
て

竹
取
物
語
は

平

安

時

代

初

期

に

書

か

れ

た

日

本

最

古

の

物

語

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

今

回

は

、

目

で

読

ん

で

も

難

解

な

古

典

の

文

章

を

原

文

・

古

語

の

ま

ま

群

読

仕

方

話

と

し

て

発

表

す

る

事

に

致

し

ま

し

た

。

群

読

と

は

一

人

の

語

り

手

が

読

み

上

げ

る

の

で

は

な

く

多

く

の

語

り

手

が

声

を

揃

え

て

読

み

上

げ

る

事

を

言

い

ま

す

。

ま

た

仕

方

話

と

は

落

語

の

様

に

語

り

手

が

登

場

人

物

に

成

り

き

っ

て

、

身

振

り

手

振

り

を

加

え

て

表

現

す

る

手

法

の

事

で

す

。

今

公

演

で

は

、

主

要

人

物

の

竹

取

の

翁

�

�

�

と

そ

の

妻

で

あ

る

嫗

�

�

�

。

か

ぐ

や

姫

は

決

め

ら

れ

た

役

者

が

演

じ

ま

す

が

、

か

ぐ

や

姫

に

求

婚

を

す

る

五

人

の

貴

公

子

や

天

か

ら

姫

を

迎

え

に

来

る

帝

な

ど

・

・

・

の

役

は

、

語

り

手

が

そ

の

都

度

役

を

演

じ

て

行

き

ま

す

。

役

者

達

が

声

を

揃

え

、

ま

た

文

を

朗

読

す

る

の

に

合

わ

せ

て

実

際

の

登

場

人

物

に

な

り

き

り

演

ず

る

・

・

・

。

読

み

手

と

演

じ

手

の

息

を

合

わ

せ

る

の

は

、

大

変

難

し

く

困

難

な

事

で

す

。

竹

取

物

語

の

全

文

そ

の

ま

ま

を

読

み

上

げ

る

と

な

れ

ば

、

お

そ

ら

く

、

９

０

分

以

上

の

時

間

が

必

要

か

と

思

わ

れ

ま

す

。

そ

こ

で

今

回

は

、

物

語

の

筋

書

き

を

辿

る

の

に

必

要

な

部

分

だ

け

を

残

し

カ

ッ

ト

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

し

た

が

っ

て

上

演

時

間

は

お

よ

そ

５

０

分

に

ま

と

め

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

ま

た

、

劇

団

員

の

構

成

の

理

由

か

ら

今

回

の

か

ぐ

や

姫

は

幼

少

時

代

と

青

年

期

に

分

け

二

人

、

ま

た

、

か

ぐ

や

姫

の

心

の

声

、

心

情

の

部

分

の

み

を

朗

読

す

る

役

者

も

登

場

し

ま

す

。

こ

れ

も

「

群

読

」

の

妙

味

と

思

い

ま

す

。

ご

観

劇

の

折

に

そ

の

辺

り

も

ご

注

目

賜

れ

ば

幸

い

で

す

。

尚

、

お

芝

居

の

導

入

部

分

で

は

、

遼

安

社

中

に

よ

る

古

代

琴

の

演

奏

に

合

わ

せ

て

上

方

舞

立

花

流

家

元

の

立

花

典

枝

先

生

の

舞

が

御

座

い

ま

す

。

こ

の

シ

ー

ン

は

、

天

上

界

で

生

ま

れ

た

か

ぐ

や

姫

が

行

方

不

明

と

な

り

、

そ

の

姫

を

探

し

に

地

上

に

舞

い

降

り

た

天

女

（

か

ぐ

や

姫

の

母

）

と

い

う

設

定

で

、

原

作

に

は

な

い

劇

団

高

円

独

自

の

演

出

で

ご

ざ

い

ま

す

。

神

聖

な

る

い

に

し

え

の

雅

な

音

色

と

、

お

ご

そ

か

な

中

に

伝

統

の

美

し

さ

を

秘

め

た

上

方

舞

も

合

わ

せ

て

ご

鑑

賞

下

さ

い

。

構

成

・

演

出

　

ね

が

ひ

叶

群
読
仕
方
話

上

方

舞

協

力

な

ら

ま

ち

セ

ン

タ

ー

藤

木

夢

園

㈱

ア

ー

キ

ネ

ッ

ト

ひ

か

り

装

飾

㈱

奈

良

き

も

の

会

館

（

財

）

煎

茶

道

方

円

流


